
品 名：90002_641960_010_04_高格付債券ファンド（為替ヘッジ70）資産成長型_950761.docx 

日 時：2023/2/20 15:19:00 
ページ：1 

 
 

 

 

 
 

 

 
 

 

 

  

 

  

 
 

運用報告書（全体版） 

受 益 者 の み な さ ま へ 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚くお礼申しあげます。 
「高格付債券ファンド（為替ヘッジ70）資産成長型」は、2023年１月10日に第10期の決算を行ないまし
たので、期中の運用状況をご報告申しあげます。 
今後とも一層のお引き立てを賜りますようお願い申しあげます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商 品 分 類 追加型投信／内外／債券 

信 託 期 間 2013年３月25日から2028年１月11日までです。 

運 用 方 針 

主として、日本を含む世界の高格付ソブリン債券に投資を行なう投資信託証券（投資信託または外国投資信託の受益

証券（振替投資信託受益権を含みます。）および投資法人または外国投資法人の投資証券をいいます。）の一部、また

はすべてに投資を行ない、インカム収益の確保と信託財産の成長をめざして運用を行ないます。 

主要運用対象 

「ソブリン（円ヘッジ）マザーファンド」受益証券 

「高金利先進国ソブリン債券ファンド（適格機関投資家向け）」受益証券 

上記の投資信託証券を主要投資対象とします。 

組 入 制 限 
投資信託証券、短期社債等、コマーシャル・ペーパーおよび指定金銭信託以外の有価証券への直接投資は行ないません。 

外貨建資産への投資割合には、制限を設けません。 

分 配 方 針 
毎決算時に、原則として分配対象額のなかから、基準価額水準、市況動向などを勘案して分配を行なう方針です。 

ただし、分配対象額が少額の場合には分配を行なわないこともあります。 
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【運用報告書の表記について】 

・ 原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合計が合計欄の値と

は一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。  

 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

債   券 
組 入 比 率 

債   券 
先 物 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％ ％ ％ ％ 百万円 

６期(2019年１月10日) 10,753 10 △ 1.9 60.8 △2.3 28.5 271 

７期(2020年１月10日) 11,193 10 4.2 65.2 － 29.5 215 

８期(2021年１月12日) 11,488 10 2.7 65.7 － 29.7 179 

９期(2022年１月11日) 11,075 10 △ 3.5 65.6 － 29.4 139 

10期(2023年１月10日) 9,817 10 △11.3 66.9 － 28.8 117 
 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込み。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 債券先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 

（注） ファンドの商品性格に適合する適切なベンチマークおよび参考指数はございません。 
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○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 債   券 

組 入 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％ ％ ％ 

2022年１月11日 11,075 － 65.6 29.4 

１月末 10,987 △ 0.8 64.5 29.1 

２月末 10,805 △ 2.4 65.0 29.7 

３月末 10,713 △ 3.3 66.5 30.3 

４月末 10,504 △ 5.2 66.6 28.4 

５月末 10,378 △ 6.3 64.5 28.8 

６月末 10,103 △ 8.8 67.0 29.5 

７月末 10,567 △ 4.6 65.3 29.1 

８月末 10,151 △ 8.3 65.6 29.6 

９月末 9,769 △11.8 65.7 30.0 

10月末 9,992 △ 9.8 67.8 29.4 

11月末 10,092 △ 8.9 64.9 28.9 

12月末 9,664 △12.7 65.3 28.8 

(期  末)     

2023年１月10日 9,827 △11.3 66.9 28.8 
 

（注） 期末の基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」は実質比率を記載しております。 
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○運用経過 (2022年１月12日～2023年１月10日) 

 
 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 分配金再投資基準価額は、期首（2022年１月11日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

（注） 当ファンドの運用方針に対し、適切に比較できる指数が存在しないため、ベンチマークおよび参考指数を設定しておりません。 

 

○基準価額の主な変動要因 

当ファンドは、主として、日本を含む世界の高格付ソブリン債券を主要投資対象とする投資信託証券に投資

を行ない、インカム収益の確保と信託財産の成長をめざして運用を行なっております。また、原則として、純

資産の70％程度に対して対円で為替ヘッジを行ない、為替変動リスクの低減をめざしております。当作成期間

中における基準価額の主な変動要因は、以下の通りです。 

 

＜値上がり要因＞ 

・投資対象である２つの投資信託証券それぞれにおいて、投資している債券からインカム収入を得たこと。 

・投資対象である「高金利先進国ソブリン債券ファンド（適格機関投資家向け）」において、英国の国債利回

りが2022年10月初めの投資対象国入替えにより追加されて以降、低下（債券価格は上昇）したこと。 

 

  

期中の基準価額等の推移 
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＜値下がり要因＞ 

・投資対象である２つの投資信託証券それぞれにおいて、投資対象国の国債利回りが総じて上昇（債券価格は

下落）したこと。 

・投資対象である「高金利先進国ソブリン債券ファンド（適格機関投資家向け）」において、投資対象国の通

貨がいずれも対円で下落したこと。 

・投資対象である「ソブリン（円ヘッジ）マザーファンド」において、為替ヘッジに伴なう費用を支払ったこと。 

 

 

（「ソブリン（円ヘッジ）マザーファンド」投資対象国の債券市況） 

当ファンドが投資対象国とした債券市場では、10年国債利回りは期間の初めと比べて総じて上昇しました。 

米国やユーロ圏の市場予想を下回る景況感に関する指標などを背景にリセッション（景気後退）の可能性が

懸念されたことや、ロシアによる軍事侵攻などウクライナ情勢の緊迫化、中国における新型コロナウイルスの

感染拡大、中国のゼロコロナ政策に対する相つぐ抗議活動、暗号資産市場の混乱などを背景に、投資家のリス

ク回避姿勢が強まったことなどが利回りの低下要因となったものの、世界の主要中央銀行が政策金利を引き

上げたことや、米国連邦公開市場委員会（ＦＯＭＣ）の議事要旨などを受けて米国連邦準備制度理事会（ＦＲＢ）

による金融引き締め加速の見方が強まったこと、原油や天然ガスなどのエネルギー価格の上昇局面で世界的

なインフレの高進が懸念されたこと、ユーロ圏の製造業購買担当者景気指数（ＰＭＩ）速報値やドイツのＩＦＯ

企業景況感指数などが市場予想を上回ったこと、日銀が金融政策を修正し長期金利の許容変動幅の拡大を決

定したことなどを背景に、投資対象国の10年国債利回りは総じて上昇しました。 

 

（「高金利先進国ソブリン債券ファンド（適格機関投資家向け）」投資対象国の債券市況） 

2022年の初めは、ロシアのウクライナ侵攻による地政学的リスクの大幅な悪化を受けてコモディティ価格

（特に原油やガスの価格）が高騰し、インフレ見通しがさらに不透明感を増しました。こうした状況下、短期

金利は大半の主要中央銀行が利上げ回数を増やすとの見方を織り込む動きが続き、債券利回りはさらに上昇

しました。年の後半では、10年振りの高水準に達しているインフレや供給サイドの圧迫継続に加え、世界的な

金融環境の引き締めが相まって、近いうちにリセッション入りする確率が大幅に高まり、様々なコモディティ

の価格が下押し圧力に晒されました。また、天然ガス価格は、欧州の暖冬の影響で貯蔵施設のガス在庫量が高

水準に達しているなか大幅に下落しています。コモディティ価格安や経済活動見通しの大幅な悪化を受けて、

足元の債券利回りは2022年第３四半期末につけた直近の高値水準から低下しました。 

米国では、2022年11月の総合消費者物価指数（ＣＰＩ）の上昇率が市場予想以上に鈍化して前年同月比7.1％

となり（市場予想は同7.3％）、コアインフレ率も同6.0％へと減速しました（市場予想は同6.1％）。アメリカ

ドル高と世界的なサプライチェーン（供給網）の混乱緩和が組み合わさったことが主因となり、中古車や被服、

家具、家庭用電気製品などのコア品目の価格上昇が顕著に減速しました。ＦＲＢは、12月半ばに大方の予想通

り0.50％の利上げを実施すると同時に、今後さらに金利を引き上げる見通しであることを示しました。全米供

給管理協会（ＩＳＭ）仕入れ価格、コモディティ価格、貨物運賃、生産者物価指数（ＰＰＩ）などの複数の先

行指標によると消費者物価の上昇率が今後さらに減速するとみられることに加え、失業保険申請件数が増加

傾向にあるとともに発表される一時解雇の規模も拡大するなど労働市場も軟化する見通しであることを受け

て、ＦＲＢは利上げペースを緩めていき、最終的に2023年前半に利上げを停止することになるとみられます。 

ノルウェーでは、2022年11月のインフレ指標が物価全般の上昇率の小幅な鈍化を示しました。前月比での

ＣＰＩ上昇率は、市場予想の小幅な加速に対して0.2％の減速となりました。これによって前年同月比ベース

投資環境 
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のＣＰＩ上昇率は6.5％へと押し下げられ、前月の7.5％を大幅に下回りました。コアインフレ率も同様に前月

比で減速し（前月比－0.1％）、前年同月比ベースでは5.7％と前月の5.9％から減速しました。こうした状況に

加え、発表されるマクロ経済指標の悪化を受けて、ノルウェーの中央銀行はこの先ハト派（景気に対して弱気）

的姿勢を強めていくとみられますが、概してインフレ率が過度に高い水準にとどまっていることは確かであ

り、現段階においては金融政策の引き締めがさらにある程度進む可能性を除外することはできません。 

英国では、イングランド銀行（ＢＯＥ）が利上げペースを緩めて2022年12月の利上げ幅を0.5％としました。

これにより、１年前には0.10％にとどまっていた政策金利が3.5％に達しました。消費者物価のインフレ率が

10月に11.1％でピークをつけたものの11月も10.7％と高止まりしており、当面は追加利上げが実施されると

みられます。ただし、金利上昇が英国の経済活動に深刻な打撃を及ぼすにつれ、今回の利上げサイクルは４％

付近でピークに達するとみられます。英国の2022年第３四半期の国内総生産（ＧＤＰ）成長率は速報値の前期

比－0.2％から同－0.3％へと下方修正され、コロナ禍前の水準を下回る結果となっています。エコノミスト予

想では、英国経済がＧ７のなかで劣後し、第４四半期にリセッション入りするとみられています。英国の金融

政策委員会（ＭＰＣ）と予算責任局（ＯＢＲ）はともに、議論の余地はあるものの、これまでの構造的変化を

背景に英国の潜在ＧＤＰは縮小しているとの見方を示しています。主要政府機関が賃上げを求めてストライ

キを起こすなど、労働争議が引き続き経済の失速を招くとみられ、明確な解決策もないように見受けられま

す。政府が公務員の賃上げ要求に屈する場合は増税が行なわれる可能性があります。そうなれば、労働参加率

がコロナ禍前の水準を依然として1.3％下回っており労働市場が逼迫しているなか、賃金上昇と物価上昇の悪

循環を抑えようとするＢＯＥの取り組みに逆行する流れにもなります。 

カナダでは、国内の金利上昇を受けて、予想された通り家計消費が抑制されているほか、企業の資本コスト

も上昇しているなか、発表される経済活動指標は軟化の初期兆候を引き続き示しています。住宅市場の動きも

過去数ヵ月間で急激に後退しています。そうしたなか、継続されている金融環境の引き締めの影響が経済に波

及していくにつれ、経済活動は2023年前半を通じて停滞するとみられます。カナダ経済の見通しや2022年に実

施された利上げのペースを考慮し、カナダ銀行は2022年12月の会合での利上げ幅を市場予想の0.75％に対し

て0.5％へと縮小し、政策金利を4.25％としました。インフレの高止まりが懸念視されていることから、今後

も追加利上げが行なわれるとみられます。 

オーストラリアでは、金利感応度の高いセクターが引き続き圧迫されている兆しが見られています。こうし

た状況は特に住宅市場で鮮明となっており、同セクターの活動と住宅価格自体の両方が下降傾向を辿ってい

ます。他の経済分野は今のところ引き続き底堅く推移しているものの、世界経済の鈍化や、サービス消費の持

ち直し一服、金融環境の引き締まりを背景とした家計消費の伸び鈍化などを受けて、今後は経済成長が失速し

ていくとみられます。全般的な物価動向については、最近導入された月次インフレ率指標が2022年10月に市場

予想を下回る6.9％となり、前月の7.3％から失速しました。こうした動きがオーストラリア準備銀行（ＲＢＡ）

に安心感をもたらし、当面はより緩やかな引き締めペースを維持していくとみられます。 

ニュージーランドでは、オフィシャルキャッシュレート（政策金利）の上昇に伴ない金融環境が引き続きタ

イト化しました。ニュージーランド準備銀行（ＲＢＮＺ）は2022年11月下旬の会合において、市場予想の通り

引き締めペースを加速させて0.75％の利上げを行ない、政策金利を4.25％としました。金融政策委員会は、賃

金が大幅に上昇しており労働市場が底堅く推移しているなか、インフレとインフレ期待が高まっていること

から、引き締めペースを加速させることが妥当と判断しました。金融政策の引き締めが進むなかで住宅ローン

金利が大幅に上昇したことを受けて、不動産価格の中央値が調整するとともに、住宅市況で待ち望まれていた

鈍化が見られており、不動産価格は、11月をピークに12％超下落しています。この先当面は、ＲＢＮＺは金融

緩和の巻き戻しを継続する可能性が高いものの、経済活動が徐々に鈍化していくにつれ、すでに実施してきた

政策引き締めによって金融環境が急激にタイト化していることを反映して今後の利上げペースは緩やかにな

るとみられます。 
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（為替市況） 

期間中における主要通貨（対円）は、下記の推移となりました。 
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（当ファンド） 

当ファンドは、「ソブリン（円ヘッジ）マザーファンド」受益証券を70％程度、「高金利先進国ソブリン債券

ファンド（適格機関投資家向け）」受益証券を30％程度組み入れることで、実質的に純資産総額の70％程度に対

して対円で為替ヘッジを行ないつつ、インカム収益の確保と信託財産の成長をめざして運用を行ないました。 

 

（ソブリン（円ヘッジ）マザーファンド） 

投資対象国は、為替ヘッジ後の金利水準、市場の流動性、財政赤字の状況などを考慮して決定しました。 

期間の初めは、アメリカ、カナダ、ベルギー、スウェーデン、オーストラリアの５ヵ国へ投資を行ないまし

た。2022年５月に、アメリカを非保有とし、新規にイギリスを組み入れました。イギリスでは、ＢＯＥが経済

見通しを引き下げるなど景気の減速懸念が強まる一方で、アメリカはよりインフレ圧力が強く、将来的な利上

げ余地がより大きいと考えられたことによるものです。期間末は、ベルギー、オーストラリア、イギリス、ス

ウェーデン、カナダへの投資となりました。期間中の各国の投資比率は、ベルギーとオーストラリアの比率を

高めに維持しました。 

全体のデュレーション（金利感応度）については、市場環境に応じて機動的に変更しました。 

また、運用方針に従って、すべての外貨建資産について為替ヘッジを行ないました。 

 

（高金利先進国ソブリン債券ファンド（適格機関投資家向け）） 

期間中における投資対象国の主な変更点として、2022年10月にカナダドル建て資産への投資を解消し、イギ

リスポンド建て債券へ入替えることを決定しました。英国では一時的ながら政治的不安が極度に高まりまし

たが、その後状況が落ち着きを取り戻すと国内資産の価格が急激に回復しました。ファンダメンタルズ（経済

の基礎的条件）から見てミスプライシング状態にあったイギリスポンド建て資産への投資の決定は奏功し、入

替え以降、イギリスポンドは対カナダドルで8.5％以上上昇しました。英国財務省が従来の政策に回帰したこ

とを受けて英国の国債市場のパフォーマンスがカナダの国債市場を３％程度上回ったことも、入替え以降す

でに好調だった相対リターンのさらなる追い風となりました。 

最近では、ＦＲＢやＲＢＡを含め複数の主要中央銀行の引き締めサイクルの早期終了期待を受けて、当ファ

ンドのポートフォリオ・レベルのデュレーションを一段と長めとしました。総合インフレ率のピークが過ぎ

去ったほか、経済活動の鈍化が迫っているなか、市場が今回の引き締めサイクルにおける残りの利上げを積極

的に織り込んでいる状況には疑問符がつきます。 

通貨においては、ニュージーランドドルやオーストラリアドルといった高ベータ通貨を引き続き選好して

います。ニュージーランドドルとオーストラリアドルはともに、中国で新型コロナウイルス関連の制限緩和が

最近決定されたことや、地理的に近い中国との貿易のつながりが非常に強いことが下支え要因になるとみら

れます。また、イギリスポンドについては、2022年10月の初め以来大幅に上昇してきましたがさらなる上昇余

地は限定されているとみていることから、より最近では投資比率を引き下げており、オーストラリアドルやノ

ルウェークローネを選好しています。 

 

 

当ファンドの運用方針に対し、適切に比較できる指数が存在しないため、ベンチマークおよび参考指数を設

定しておりません。 
  

当ファンドのポートフォリオ 

当ファンドのベンチマークとの差異 
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分配金は、基準価額水準、市況動向などを勘案し、以下のとおりといたしました。なお、分配金に充当しな

かった収益につきましては、信託財産内に留保し、運用の基本方針に基づいて運用いたします。 

 

○分配原資の内訳  

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第10期 

2022年１月12日～ 
2023年１月10日 

当期分配金 10  

(対基準価額比率) 0.102％ 

 当期の収益 10  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 2,632   
（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

○今後の運用方針 

（当ファンド） 

引き続き、「ソブリン（円ヘッジ）マザーファンド」受益証券を70％程度、「高金利先進国ソブリン債券ファ

ンド（適格機関投資家向け）」受益証券を30％程度組み入れ、インカム収益の確保と信託財産の成長をめざし

て運用を行なう方針です。 

 

（ソブリン（円ヘッジ）マザーファンド） 

引き続き、現在投資を行なっているカナダ、ベルギー、スウェーデン、オーストラリア、イギリスの５ヵ国

への投資を継続することを検討します。 

ポートフォリオ全体のデュレーションは現状程度に維持することを検討しますが、市場環境を考慮して機

動的に変更する方針です。外貨建資産については為替ヘッジを行なうことにより、安定した収益の確保および

信託財産の着実な成長をめざします。 

将来の市場環境の変動などにより、当該運用方針が変更される場合があります。 

 

（高金利先進国ソブリン債券ファンド（適格機関投資家向け）） 

原則として、金利水準や各国のファンダメンタルズを考慮して投資を行なう方針です。債券市況、為替市況、

各国のファンダメンタルズなどの変化にあわせ、投資比率並びに投資対象国（通貨ベース）およびポートフォ

リオのデュレーションの変更を柔軟に検討する方針です。 

将来の市場環境の変動などにより、当該運用方針が変更される場合があります。 

 

今後ともご愛顧賜りますよう、よろしくお願い申しあげます。 
  

分配金 
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○１万口当たりの費用明細 (2022年１月12日～2023年１月10日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 85  0.823  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (31)  (0.296)  委託した資金の運用の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (51)  (0.494)  運用報告書など各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の情報 
提供などの対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 3)  (0.033)  運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） そ の 他 費 用 12   0.112   (b)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） ( 1)  (0.012)  保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び資金の 
送金・資産の移転等に要する費用 

 （ 監 査 費 用 ） ( 0)  (0.004)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ 印 刷 費 用 ） (10)  (0.096)  印刷費用は、法定開示資料の印刷に係る費用 

 合 計 97   0.935    

期中の平均基準価額は、10,310円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。 

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） その他費用は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを含みます。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。 

（注） この他にファンドが投資対象とする投資先においても信託報酬等が発生する場合もあります。 

 

  



品 名：90002_641960_010_04_高格付債券ファンド（為替ヘッジ70）資産成長型_950761.docx 

日 時：2023/2/20 15:19:00 

ページ：10 

 

－ 10 － 

高格付債券ファンド（為替ヘッジ70）資産成長型＜愛称 ｢７３(しちさん)資産成長型｣＞ 

（参考情報） 

◯総経費率 

期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価

証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で

除した総経費率（年率）は1.05％です。 
 

  

  
（注） 当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注） 各比率は、年率換算した値です。 

（注） 投資先ファンドとは、当ファンドが組み入れている投資信託証券（親投資信託を除く。）です。 

（注） 当ファンドの費用は、親投資信託が支払った費用を含み、投資先ファンドが支払った費用を含みません。 

（注） 当ファンドの費用と投資先ファンドの費用は、計上された期間が異なる場合があります。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
  



品 名：90002_641960_010_04_高格付債券ファンド（為替ヘッジ70）資産成長型_950761.docx 

日 時：2023/2/20 15:19:00 

ページ：11 

 

－ 11 － 

高格付債券ファンド（為替ヘッジ70）資産成長型＜愛称 ｢７３(しちさん)資産成長型｣＞ 

○売買及び取引の状況 (2022年１月12日～2023年１月10日) 

 

 

銘 柄 
買 付 売 付 

口 数 金 額 口 数 金 額 

国 
内 

 千口 千円 千口 千円  
高金利先進国ソブリン債券ファンド（適格機関投資家向け） 3,397 2,795 10,713 8,990  

 
（注） 金額は受け渡し代金。 

 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
ソブリン（円ヘッジ）マザーファンド 4,448 5,514 4,455 5,180 

 
 
 

○利害関係人との取引状況等 (2022年１月12日～2023年１月10日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○第一種金融商品取引業、第二種金融商品取引業又は商品取引受託業務を兼業している委託会社の自己取引状況 (2022年１月12日～2023年１月10日) 

区       分 

買      付 売      付 

買付額 
Ａ 

うち自己取引 
状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

売付額 
Ｃ 

うち自己取引 
状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
投資信託証券 2 2 100.0 8 8 100.0 

 
（注） 委託会社に支払われた売買委託手数料は0円です。 

 

○自社による当ファンドの設定・解約状況 (2022年１月12日～2023年１月10日) 

 

 該当事項はございません。 

  

投資信託証券 

親投資信託受益証券の設定、解約状況 
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○組入資産の明細 (2023年１月10日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 比 率 

 千口 千口 千円 ％ 

高金利先進国ソブリン債券ファンド（適格機関投資家向け） 49,439 42,123 33,766 28.8 

合 計 49,439 42,123 33,766 28.8 
 
（注） 比率は、純資産総額に対する評価額の割合です。 

 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

ソブリン（円ヘッジ）マザーファンド 71,312 71,305 80,119 
 
（注） 親投資信託の2023年１月10日現在の受益権総口数は、40,296,232千口です。 

 

○投資信託財産の構成 (2023年１月10日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

投資信託受益証券 33,766 28.6 

ソブリン（円ヘッジ）マザーファンド 80,119 67.9 

コール・ローン等、その他 4,162 3.5 

投資信託財産総額 118,047 100.0 
 
（注） 比率は、投資信託財産総額に対する割合です。 

（注） ソブリン（円ヘッジ）マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（44,610,448千円）の投資信託財産総額（47,855,799千

円）に対する比率は93.2％です。 

（注） 外貨建資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。1アメリカドル=131.85円、1カナダド

ル=98.42円、1ユーロ=141.38円、1イギリスポンド=160.47円、1スウェーデンクローナ=12.66円、1オーストラリアドル=91.10円。 

 

 

親投資信託残高 
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○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2023年１月10日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 118,047,138   

 コール・ローン等 4,013,953   

 投資信託受益証券(評価額) 33,766,515   

 ソブリン（円ヘッジ）マザーファンド(評価額) 80,119,237   

 未収配当金 147,433   

(B) 負債 997,299   

 未払金 221,569   

 未払収益分配金 119,230   

 未払解約金 27,100   

 未払信託報酬 504,970   

 未払利息 2   

 その他未払費用 124,428   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 117,049,839   

 元本 119,230,750   

 次期繰越損益金 △  2,180,911   

(D) 受益権総口数 119,230,750口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 9,817円 
 

（注） 当ファンドの期首元本額は126,185,088円、期中追加設定元本

額は8,383,473円、期中一部解約元本額は15,337,811円です。 

（注） １口当たり純資産額は0.9817円です。 

（注） 2023年１月10日現在、純資産総額は元本額を下回っており、そ

の差額は2,180,911円です。 

○損益の状況 (2022年１月12日～2023年１月10日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 1,835,628   

 受取配当金 1,836,489   

 受取利息 3   

 支払利息 △       864   

(B) 有価証券売買損益 △14,901,920   

 売買益 1,588,766   

 売買損 △16,490,686   

(C) 信託報酬等 △ 1,179,202   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △14,245,494   

(E) 前期繰越損益金 4,149,644   

(F) 追加信託差損益金 8,034,169   

 (配当等相当額) (  11,952,332)  

 (売買損益相当額) (△ 3,918,163)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) △ 2,061,681   

(H) 収益分配金 △   119,230   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) △ 2,180,911   

 追加信託差損益金 8,034,169   

 (配当等相当額) (  11,955,548)  

 (売買損益相当額) (△ 3,921,379)  

 分配準備積立金 19,430,712   

 繰越損益金 △29,645,792   
 

（注） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによ

るものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税

等相当額を含めて表示しています。 

（注） 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追

加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分

をいいます。 
 

（注）分配金の計算過程（2022年１月12日～2023年１月10日）は以下の通りです。 

項 目 
2022年１月12日～ 
2023年１月10日 

a. 配当等収益(経費控除後) 2,330,654円 

b. 有価証券売買等損益(経費控除後・繰越欠損金補填後) 0円 

c. 信託約款に定める収益調整金 11,955,548円 

d. 信託約款に定める分配準備積立金 17,219,288円 

e. 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 31,505,490円 

f. 分配対象収益(１万口当たり) 2,642円 

g. 分配金 119,230円 

h. 分配金(１万口当たり) 10円 

 

上記各資産の評価基準及び評価方法、また収益及び費用の計上区分等については、法律及び諸規則に基づき、一般に公正妥当と認められる

企業会計の基準に準拠して評価計上し処理しています。 
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高格付債券ファンド（為替ヘッジ70）資産成長型＜愛称 ｢７３(しちさん)資産成長型｣＞ 

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 10円 
 
 
 

○お知らせ 

 

 2022年１月12日から2023年１月10日までの期間に実施いたしました約款変更はございません。 

 

 

 

約款変更について 

当ファンドの主要投資対象先の直近の運用状況について、法令および諸規則に基づき、 

次ページ以降にご報告申しあげます。 
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